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Absfract In 1964 the Yamanashi Forest Experiment Station bcgan studies on 

the introduction of 12 pine spccies. Those seeds have been col1ected from U 

S. A. and Europe in the autuffin of 1963. The nursery test have becn 

established at Fuji-yoshida ExperIt田ntalNu四 Cl'y (The foot of lVlt. Fuji， alt. 

850m)} which has climatic conditions of vel'y c，1ld and rainy comparatively as 

showing Fig. 3 

τhe results of laboratory and nursery test of gcrmination from every species 

al'C given in Fig. 1， al1d the fall characters of l-year-old seedling of each arc 

dcscribcd in Tablc 2. Analysis of those data sho¥Vs that there is the correlation 

oetwcen thc pcrccnt of gcrminating seeds that was living 5eedlings at the end of 

thc scason and the degrec of darnaged secdlings by dumping→off only except for 

P. rigida. It is very irnportallt .that must be maintaincd in a pest-free condi 

tions in a secd-bed. No correlation could bc found between the clirnatological 

factors i11 each natural distribution and the nUl'sery behavior 50 far as we 

observed in the seed-bed. It however， seerns that the northern species such as 

P. sylvestris， P. rigida， P. baJlksiaJla， and P・tonderosawer・capt to [orm the 

terminal buds in the c.nd of the season. 

As a result of thc proce田 presentsced1ings on the sced-bed， at least the authors 

obsctゾedthat the facility of producing seedling ，vere grouped into 5 degrees 
from A to E as showing Table 3. The two of them such as P. tOllderosa， 

and P. banksiana， were of production of seedlings in our location. They have 

good characters fo1' germinative energy， resistance for durnping-off， forming 

terminal buds and so on. The summer drought killed many of seedlings of P. 

rigida that hacl started in maximum survived. The 20 to 30 percent of the 

scecllings of P. s}lvest口'sancl P. resillosa have been fallen down by dumping-off 
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in thc early summcl') but we i'eached conc1usion that the both specIcs ate not 50 

difficult to produce seedings under comparable appropriate conditions. 

Conversely， thc secdling culturcs of P. Lambertiana was most difficult under 

the condition in our nursery 50 as to bc susceptible to damage by dumping-off. 

The oth町、 hand)we found out that dormants 5uch as P. Lambertiana， P. rigida， 

and P. coulteri， are In need of being trcated by placing them undcr thc 

conditions [01' dormancy， whereas aftel' drying the secd coats arc impcrmeable 

and perfεctly souncl and uninjured secd of thosc spcccs fail to germinate evcl1 

whcn conditions山 esuIlable. 

要旨 1964斗に外国から12悼j種の節子を入手して嬬穏L，実j也発芽率，残存率，発芽11百，

諸容による被古ー度，生長休lU聞における状態，などを測定L，同種別に背山の難易j立を捉

えた。

その結果もっとも容易なものと思われるのは P.tonderosa，と P.ballksi仰向であり，

もっとも困難ι思われるのは P.Lambertiana -Cあった。また立枯病に対する防除対策を
十分に講じてやれば比較的容易に育簡できると思われたのは P.res叩osaと P.sylvestris 

であった。 夏季の乾燥に対してとくに弱かったものとして P.radia却があげられた。

一方，原産地の気候条件および生j:i:休止WJにおける冬芽の形成状態，業色の変化を考祭し

た結決，わが国でもi晶i援な地方ならば育高容易と忠われたものはP.radiataとP.muricala 

であり，寒冷な地帯でも十分育苗できると忠われたものは P.p四~derosa ， P. ballksi抑 la，

P. resiJlosaそれに P.sylvestrisであった。

この試験に供したものはほとんどアカマツに比べて発芽が不揃いであった。 なかでも

P. Lambertiana， P. rigidaおよび P.coulteri はなんらかの前処理が必要と考えられた。

ま え カt き

外国主主の位j極を本邦に導入しようとする試みは明治初年にユリノキ，タイサYポク等を入れたのがは

じめで， 明治20年代には欧州アカマツ (P. sylvestris) ，大王松 (P.palustris) ，テーダマツ (P.

taeda) が導入された日。 しかるにその初期の目的が生長の速いものをという点におかれたため我国の

気候条14'，その他に適応しないものもありそれほど目覚しい成果はあがらなかった。その後大正，昭和

を通じて各地で数多くの樹極が値えられるようになってきた。また戦後早期育成林染の必要性が強くさ

けばれるようになり，その一環として外国樹種の導入が再び活設に行われるようになったoそのため現

在ではあらゆる外国の主要林木が育苗されているが，まず第一条件として育l前に成功しなければならな

いと思わ礼る。いままで有望なものとしてあげられているのは，主として月トロープeマツおよび米国産

の南部マツであるが，これらは育苗に成功L，かつ造林成績も比較的よいものである。しかし，なかに
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は育荷はきわめて困難であったが，もしも成苗を得ることができればその後の当長がよいものもあると

みなければならない。さらに今後は生長の点ばかりでなく交配材料としても外国間種というものがより

大きくとりあげられるはずであるから，これらの点を考慮Lたとき各樹種のわが国における育苗上の特

性をあきらかにし，青苗技術の改善をin;ることは買主要なことである。

当場では，たまたま 1963年の秋に世界各地から数樹径の種子を入手するi岳会にめくまれたので，長fi種

後の育苗経過を観察することができた。その結果2，3の知見を得たのでここに報告する。

なお，種干ーの入手に際L多大の便宜をはかつて頂いたスクエーフゴン山林局の ¥V. Plym. Forshell氏

とアメリカ111林局の R.Z. Callaham博士には篤〈御礼を中上げる次第である。また実際の作業およ

び資料のとりまとめを手伝ってもらった当試験場の河野正夫，伊藤初ιの両氏に対しても深く感謝の意

を表する。

試験方法と結果

山梨県富士吉田市上占田IHrl 山梨県林業試験場内原山畑 (t~~I:=;j850m)に1%+'1"の春にf番種床をi乍り 2

5月12，13， 14日と 6月8日に播穏を行ったo!需径量は発芽のわるいことを予怨して発芽効率から算出

した適正播種量の 2~31::;とした。また鼠径するにあたり種fの前処理は行わず，一般に行われている

アカマツの矯種方法ととくに異る方法はとらなかった。

またまきI.J方法として， 大粒種子 (P. Lambertiana) P 戸onderosa， P. laeda 1 P. coulteri 

~11 支 ilh;式 j;j 科 覧去

Table 1. Data 011 seedlots in the test 

一一~-I "'，"，:-一一玄「すす章二
名 I ，.申干の産地 片icldof cleaned seed /ger皿ma

Spccies I LocatioIl of the parcot stands I k雇雪下E 当 I~ ~ti\'e 
I I nu皿 berI nu叩 ber I Percentage 

-一一一一一--"--'--'一--一一一70 
P. La mbertialla Dougl.l Oregon， U. S. A I 3，2∞I 1，900 I 83 

P. pOllderosa Laws. Colorauo， U. S. A. 14，300 80 

P. taeda L. India，<，prings Geo唱i旦， U. S.A 44，300 24，000 86 

P. rigida i¥1i11 LIt.Adirondack4Ncw Yourk-s ， 
A 
125，COO 52，800 90 

P. radiata D.Don. Santa Cruz， California U.S.A. 35，000 13，600 93 

P. atteultata Lcmm. California， U. S. A. 57，200 30，700 帥

P. cotllten D.Don. California， U. S. A. 3，700 2，000 90 

P. rcsinos包 Alt.
1'.1仁Adirondack，New York， 114，600 ※ 89 
U，S.A 

P. sylvesfris L Hanl1ovcr， ¥Vest (;巴rll1any 159，900 71 ，000 '0 

P. contorla vaT， Washington， U. s， A. 212，700 109，300 εo 
lafijolia S.Wnts 

p. bωIksiana L'unb. Mt. Adirondck， New York， U.S.A 125，000 63，000 91 

P曹 mtlricafaD .Don， 仁alifornia，U. S. A IIつ，dl (90) 

※向!は:Woody-Plant Secd i¥{anualから換時

COIwerted llumber from U. S. D. A: Woooy-l'lant Sced 111礼nual.
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P .radiala， P噌 atle川，"Ia)は紡まきにして縦・横にきちんと穴をあけ‘粒ずつピγセツトでうめこん

だ。発芽後各樹径毎にまきむらがなく，均一に発'!îしたと I~dつれる個所に麻ひもで 50cm x 50cmの

コドラートを設け， くわしく調査することにしたが，作業の都合上繰返しはとれなかった。また'i育Wl

間を通じて立中ri病に対するウスフソレY消毒および除草は行ったが間引は一切しなかった。なお7月に入
ってかなり乾燥したので全樹種に対してよしずで日除けをしてやった。

測定は6月12，27日， 8月13日， 9 )Jl9日， ll月6日町7回行った。測定方法はlIIi記の

コドラートの中をさらに細い棒でいくつかにわけ，発芽本数，立枯病に対するf在病本数を数取り然によ

7 tl 6， 20， 

っ亡数えた。またII月6日には生長をみるために各区Ir.fにその頂芽までの苗高をスケーノレで計った。こ

の他に紫色及び冬:iJを形成したかどうかも観察した。

発芽率に関してはまき付けた種子の粒数を 100とし，これに対L室内実験で得られた発芽を理論発，，1'

率とL，実際に苗畑で発:tlしたものを災地発E耳目ドとした。さらにまたまきつけた積子の粒数と，秋j割に

成立していた本数との比から最終得商率を算出した。ただし実地発芽率は，全生長期間を通じて7団側

定した成立本数の中で最高になった値をもって実地発芽率を算定したもので，その間に立:11)病その他で

*1iJ:Ilしたものは合まれていない。 したがって実際、の佐はこれより幾分向くなったはずである。これらの

結果を凶にしたのが第I図である。第2閃には生長期間中の成立本数の消長を樹極却jにがしたが， これ

をもとに，短期間に発芽が揃ったものを 1)，発芽がtliijうまでに長期間を要したものを II)， さらにj主主E

'" 
100 ' 

f'. /0ι必

1'. ，iu!o 

P. ，d" ，，~ 

/'.“o[/cr; 

1'. ".，ι00'，"  

1'. <""，.，，1，] 

;'. 河町"""a

c:;J;重量時三=支桂子手字国富豪快特享

Efl"li ，~ r;"，m【0:11;""lf，e I'<r<~"t ，，[ Tl，.. l'川 "-01，イ
町 eH!l j~~t lT沼~，.<，j、

J'er""l in I~e 1; ， τ問 ;"~Ii".:，.-，-.Jョ tht"'Hli，iq 
U，-，-， '1山川

"ト ."1の"ヨ l J-~ fi，_I，J .，( 1トe，，.心 l立

第 1図 理論発芽率、実地発芽率、最終得菌室事の比較

ド i~. L Tb-I片小山"イ 1;，-，口旧1，)，.
SιI j. '" <"，in 1叶.1'

のピークが2つ以上あらわれたものを目)とし、うよう

に消長期jをわけて第2表に示した。 このことについて

は考察の項で詳しく述べる。つぎにタ不の m2当まき

付量とまき付耐if!長および育白期間中に観察した特徴，

すなわち生長休11:J(Ijにおける苗{丸葉色， 冬~'の形

fム，立1751病の治生状況などはまとめて第2表に示し

た。このうち葉色については、色の僚準、 (昭和29iJ

.日本色彩研究所)により判定した。立十11病について

は7回の測定時にコドラートの中の枯れた本数を数え，

J在病苗と成立街の和に対する擢病苗を百分率でノドL，

その{直を表の註にあるように5段階にわけこれを月別

に示した。この立杭病の病l区南の種類についてはくわ

しく調べなかったが， もっとも一般的ないわゆる倒伏

型によるものがおおく， おそらく FmarIum菌による

ものと思われた。またこの白畑が火IlJD<土じようであ

ったことも立伯病のおおかった原因と考えられる。
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白iP表 播ji[[f，j，における育苗経過

τablc 2 The nurscry bchavior of each in the sced-beds 

J411 94 3.2 54 IUl1V¥. .. IllVl y<'-l I 十 |ー十十十|十十++1 十 |れ-ffil
berliano 

pd.rIrMoPsIo -12  33 
。。 84llpノale3 判 !~lread}''' I 十 + 十 11 1 

P .facdali¥fav 12 22 13.5 153 Iilllpb雨うmapleすmurp緑前leli|同nアノorttyetJ リ 十 十
+ 十 十 III 

P rrg4ib ・May 13 30 10‘O 
93ady 十 十 + 十 Il-ffi) 

P. radi-i¥faγ13 40 1.5 
!岡山|ノ '1

278 iyellow Inot yet + + 11 1 -ffil 
ata 

p. a/fe-May 12 17 9.0 

mRμr?緑 て
+ ト わ -Bl

nua!a 

p.c四reeslItF-R2!lIhMIaay γ12 

81 3.7 114 [pale Inot yet 
十 十 III 

ナシ

P. resi-IIVfav 14 36 5.0 55 lpale loot yせt + 十 十 十 Hl 
nosa 

b茶rogwrnee紫n|アり

;が1
25 12.0 93 Ibrown !al白ady1++十十十+ 十 1 1 -ffil 

24 15.0 叩 Id品1t"1~læadí， 1 + + 1 十 十 |十十 Illl

June 9.5 102 i百;ふ~~7"!~lready" I 十 + 十 11 1 

Note 1 . 1'he degree of seedling's Symbol 

by dumping-off: 

Note 2. 1'he prosperity were classi口氏1in 3 types 

as follows: 

Sγmbol degree 

_'"…!・‘ 0，0;
十・・ 0・0 ・ 0..--.-5;>6' 

+十 ..・e・・ 5，，-，10;'6' 

十++・..‘・・・a・10，--....15;';

+十+十・.......白15;>;>

1) to be quick with germination 

n) to be slow wIth reaching ma町 mUIll

。fsecdling 
目) in the middle of the process， thビ

seedlings have lost nu皿 berto be 

extreme 
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考 察

I 理論発芽不と~!地発:tjエド

室内実験による理論発芽率は各樹種ともかなり両かったが，例外として P. attenuataは60%でとく

に低かったっ その他は805百台が P.LambertiaJla， P. tOJlderosa， P. taeda， P. c，四 tortaの4極であ

り，残りの7th!積はすべて90%以 kであったοこれに対L実際にまき付床で発芳した値をみるとその差

は樹種によってかなりの開きがある。 比較的理論発芽が実地発芽'f'に近いのは P.resinosaと P.

Jl1uricataであり 90%以上発芽していた。また80%まで発芽したものは P. tOlld erosa， P. rad iata P. 

attenuata， P. coulteri， P. cOJ/torta，そJLlこP.ballksiaJlaであった。これらはわが国3) および米国6)

での例に比べるとかなり高くなっている。 P.Lambertiana， P. rigida，それに P.s)'lvestrisの31AJ

種はこの差がかなり大きく，理論発x率の30~50%しか発!I しなかった。この原凶は前に述べたように

実地発芽率として7回の測定値の最尚値をもって当てたため，そのプロヅトの成立本数が最高になるま

でに長い日数を要したものはその聞に一度発芽Lたが立枯病によって消失L，最I均値に数えられていな

いものがあるはずである。すなわち第2表によると P.Lambertianaと P.り11lestrisはかなり立枯病

におかされているので， この2積の実地発:;r本が且:H、1車内はここにあるものと忠、われる。しかし p 

rigidaは立杭病の被'占慢が粍いので他の原閃によるものと持祭される。 P.rigidaの米同Nc¥¥' G erse)' 

)11におけるまき付に関する報告3)，，1) によると何れもがJ苗が乾燥に弱いことを報告している。 ところ

で NcwGersey川の平均月別雨量は6，7月が 100mm前後であると推定されるが，富士吉出市にお

ける 1964年の雨量をみると 6月は 53mrn(平均 185m.m)， 7月は49mm(平均170mm)となり，例

inこ比べて異常年であり，これは Nc¥¥' Gersey HIに比べても約半分である。また第2閃から分るよう
に P.rigidaはその成立本数の消長をみるとまき付直後にかなり高かったが6月下旬から7月初旬にか

けて減少し 8月に至って再びおおくなり最高値になっている。これらのことから実地発芽不の恵かっ

た原凶は6，7月の異常乾燥により枯死したものが実地発芽数に教えられなかったものと思われる。

2.残存率

生育期間中もっともおおく成立していたときの木数と生育終期!の本数とのl七絞を第 1[司をもとに検討

し， 残存状況をみることにする。 75%以上残存したものは P. tonderosa， P. taeda， P. radia[a， 

P. attelluata， P.印ntorta，P， banksiana， P. nluricataの6佳Eあり， 中でも， もっとも高いのは

P. banksianaの84%であったのその他50%以トのものがおおく，とくにJ雪山、のは P.LambertiaJlaで

あり32%という低い仰をボした。これら75%JJ.-fのものは来同山林局の資門的に比べてい工るかに侭い

値であるの

しかしP.tOllderosaとP.rigida(工70%UJ:であるから大して問題にならないが，その他の樹径は発芽

後の生育期間iにおいてまきrJ床の条刊が甚しく恋かったためと推定されるc そこでとくに残存率の依か

った P.LambertiallaとP.り'lllestrisについて，その経過を検討してみることにする。 P.Lambertia聞

は発芽し，陛軌が地上にH_¥て種皮が脱落する頃に駐車自の地際部がくびれて慣れるものがおおく， 7月ト

旬から S)}上旬にかけてまき付床に成立しているものがほとんどなくなってしまった。しかしこの樹径

は;)e:W揃し、がきわめて思く春から紋にかけて次々と発芽するため9月以降生長終止期までに発芽したも
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のが若干残ったO すなわち立紡病の被害が激甚であるため育商は全く不可能であるといえるようだ。

P. s)'lvestris :主発立はよく揃い，まき{十後2週間にし守亡成立本数:.1最I匂(自に達したが， その後除々に

立t7il丙に犯さJL.~主{>~減歩してきた。 この間積l土 P.LamberfiaJlaほど依C;Y[亙は向くないが発芽後種皮が

脱落し，幼葉は十分間いてからも立杭病に犯された。しかしこの被害も 7)jまでであり， 8月以降はほ

とんどなかったO また成立本数が5月下旬にすでに最高になったため最終得苗までにかなりの期間があ

った。したがって，そのIMlに立枯病のみならずその他の被害をうけて枯死したものも相当数あったと考

えられる。

3 成立本数の消長と被害状況

日 ~lO月の成立本数のiI'í長は第 2 図から次のように 3 つに分けることができる。

I )まき付けてから短期間に成一守本数が最高値に達L，その後逐次減少Lてゆくもの。これには

P. radiata， P. s)'lvestris， P. rigida， P. tonderosa， P. b引lksiallaカ2ある。

11 )成立本数の最高値がまき付けてから 1~2 ヶ月後にあらわれ，その後減少してゆくもの。これに

l主P.cO!ltorta， P. attenuata， P_ Lambertiana， P. taeda， P. coulteri， P. reSIJlOSa， 

P. ll1uricataなどがある。

目)上記の何れかに属するもので，生育期間中に一度かなり木数が減りその後再びピークに迷ナるも

の。 こ.lL1こはP目 Lambertiana1 P. attelllla師、 P. sylvestris， P. radiata， P. rigidaなどが

ある。

100% 

50 

P. Lambcrlil1nlJ 

P. s)jlvcsJ，β 

6Jjづすす耳1百一市胃
Jun， Ju1. A岨 S~pL Oct 

P. por.dcrosa P. Il1cdσ 1'. rigiJa 

P_ cU1!lorlu P. m!/(I<'u/a 

車2図成立本数回消長

Fig-2-Sur，ira! Seedlings 
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1 )の煩塑に属するものはその後の管理を卜分することにより，得前成績はかなりよくなこの中で

るものであり，比較的育首円容易なものと考えられる。立ザl病lこ弱いものは土壌の肥J吉行Fj!を卜分にし

また夏季乾燥の続くときは濯水するか日覆してやまき付床および覆土の完全な消毒を行うとか，たり，

11 )の類型に属するものはいろいろな原因が考るかなどのことで相当にi日iい得荷率が得られよう。また

おそらくまき付け時の発芽条件がト分に整っていなかったものと思われるのまず第ーに考えらJLるが，
P. taeda その天然分布から類摘してえられるものはまき付け時の士壌温度が低く過ぎることであり，

C'u;土古田では地下5cmの温度が200C以 tになるのは7月初旬である)。がこれiこあたると忠jつれる

吸*が卜分に行われ得なかったと思Aつれるものには P.Lambertiallaと P.coulteri 主!-:f草皮が厚く，

この2種l土タネが大きく，丈夫な積皮に包まれているため，伊佐3)が行ったように何等かの力があるの

法で機械的に傷をつけたりョ米国9)で行われているように放や石鹸水で処理してやれば発芽揃はかなり

早くなったのではないかと考えられる。さらにこれらの樹種については低視湿層処理の効果があると忠

この実験に使用した倒種のうちで米この効果l土街種によりそれぞれ処理のタイプl土異なるが，オっ)Lる。

これについで効果のあるもの同において一般に常識としてこの処理をするものは， P. coulteriであり，

さらに P.baJIksiaJ/a， P. tonderosa， P. sylvestrisなどi二， P. Lambertial1G と P.rigida 1ぅ:ある。

もときとしてその効県があると云われている的。つぎに国)の類型に属するものは何れも生育期間'1'に

，.戸 1;'0 ~b， τ 一「
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甚しい被古をうけたものであり，ここで明らかに乾

燥の害と思われるものは自iJ述の P.rigidaであるが

その他はほとんど立枯病によるものである。

立村病の被害度を向いものからあげると，

P. Lambertialla， P. s)'lvestris， 

P. faeda， P. -rigida P. coulteri， P. resin町σ，

P. muricataの煩になる。ほとんど被占のなかった

P. cOlltorta， 

ものは P.tonderosa， P. radiata， P. attelluataそれ

に P.banksianaであった。

4 原産地の気象との関係

原摩地の気象条件と我国のそれを比較することは

'1'々 困難な仕事である。そこで，ここでは原産地付

近の都市の気象資料から類推し‘ lt校することにT

る。原戸在地の都市の気象資料を一覧した場合第ーに

いえることはわが国に比べてはるかに雨量が少いと
! 芥ヘ"'1;'"刀責料't，f!，芋亨

，主り 三十企図まレ1"¥0
! 主主バ~)_ -，1 そ刀V 含三

し一一一汚刷士 μ
いうことである。このことは育市投術上もいろいろ

第3図種子の室経および菅菌拾の気象

["，"-)-"'-""'"，，，_'I ]"l.' 

やすい原悶はここにあると思われる。ちなみに米国とドイツ円主なる都市の月別平均雨量の分布と平均

気i昆の最高，最低の分布を図化してみると第3閃のようになる。このうえし象資料から次のように大別して

とくに立枯病にかかりな障害となることと思うが，



富士吉田における育苗成績と比絞検討してみる。

l 雨量は冬におおく，夏はほとんどなくて乾期となってし、るもの。

Il 雨量は冬より夏におおいが年間を通じて気温は宗七吉田に比べてi吉山、ところ 0

Il '雨量は冬より夏におおく，年間を通じて気温は富士山z同に比べて低いところ。

~ 11ー

これを地域別に分けると iは米国西海岸であり， 日は米国東海岸南部のかなり雨量のおおい地力ーであ

り，さらにll'は米国中北部，東海岸北部，および中部ヨ ロッパである。 f可れも雨量は年間を通じて富

士古田に比べるとかなりすくない。ここに使用した樹径をその白然分布7)を考慮して3つの気候区に分

け+ると次のようになる。

P. Lamberti田/a， P. tonderosa， P. radiala P. atteJlllata P. coulleri， P. confarla， 

P. mリtricala

Il P. taeda 

ll' P. rigida， P. resInosa， P. s)'lvestris， P. bσnksIana 

これら)京湾丸山の気伎は次項で述べる I年生前の育苗難易度とはあまり関係ないが，今後越冬II-tの十t，娯

ヘコ造材、後の成後にはかなり深い関係があるものと思われる。

5 生長休止}切における高木の特徴

第 I図に示したように生長休止期における苗高は P.radiafaとP.llIuricataがとくに高く 20cm以

上あり， P. taedaがこれについてー 15crnであったっその他は何れも同一条件でまき付けたH本アカマ

ツの 12cmより小さいものばかりであった。また業の色については，夏期に淡い緑色を示した詰I種は概

して秋になっても鮮かな緑色が残った。このような性質をもった樹径として， P. radiafa， P .1lIuric.σta 

などがあげられる。これらは何れも上長't長がよく秋になっ亡も冬芽を形成していなし、。そしてHir述の

気候区1に属し，しかも暖地産のものである。 ー方夏の間断緑色で秋になって紫色を常びてきて，丁度

目木アカマツのような葉色になるものがある。これらは何れも北部寒冷地帯産のものであり前述の気候

iK ll' Iこ属する。 これらの樹種はほとんど生長休止期までに冬芽を形成していた。その他のものは P.

taedaを除い亡Itほとんどが気候区1に属L，葉色はとくに一定の傾向がみられないが，その!ドでも寒

冷地産の P.tond erosa (この樹種は分布が広く，カナダの BdtishColombia方、らメキシコまで分布し

ているが， ここで扱っているのは北部寒冷地産である。)や P.contortaは冬芽を形成する。したが

って冬升を形成したものは寒地性のものであり，富士吉田のような寒冷地でも一生長男jを完全に終った

ものであるから，今後の生育にも期待がもてるものと思はれる。

6.育前の難易i豆

いままで述べたことを樹種別にまとめて育泊の困難度を検討してみる。これを表示するため，実地発

::tF率，残存率，発芽f前のjlj1速， ，):j占病の被害度の4項目について良いものをaとし悪いものを bとして
第3表のようにまとめた。すなわち実地発芽率は|口]一条件でまき付けた円本アカマツが80%であったの

で，これを基準として8C%tHのものをaとし，それ以下のものをbとした。残存率は70%以上をaと

し70%以下を h とした。さらに発~揃は成主本数が 2 週間以内に最高値になったものを a と L，それ以

降のものはbとしたO 立的病の被害度li，第 l表に示した被害度で十印が全期間を通じて5ヶ以内のも
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第 3ニ長 有官I の難易度

Tab¥e 3τ'he faciJity for produceing seedlmg under tbc cxisting conditIons 
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Notc: A: ¥'ery四 sy B: easy C: mediuIll D: difficult E:、'crydifficult 

のをaとしそれ以 kのものをbとした。ちなみにこの表から aの数によって4つ， 3っ 2つ 1っ，

OとそれぞれA，B， C， D， Eに分けて青苗の難易度を示してみた。これによるとAIこ相当するもっ

とも容易なものとしては P.pOllder山a1 P. radialaそれに P. banksIana であり， Bに相当するも

のは P.att削叩taと P.mllri印 taである。しかしこれはまき付けてから秋までの悶の育荷に関する結

果であるから泣冬後のことは解らなし、。 おそらく冬立を形成した P・tonderosaと P.b仰 ksia聞は越

冬後の生育はかなり期待できると思うが，その他のものは2年目以降の育首過程において何等かの障害

があることが予想される。 C，Dに担当するものの中でも，まき付床の条件を改善することによりさら

に成績はよくなると思うが，すくなくとも H本アカマツよりは育苗が困難である。ただしこの中で冬芽

を形成し，日本アカマツのように業色も紫化しているものは正常な生育を示したものとみなされるので

床替後の生育にも期待がも亡る。この径のものとして P.rigida 1 P. resInosa 1 P‘りllvestrIsがあるo

Eに相当する P.L仰 lbertianaはかなり育苗の困難なものであり， おそらく成功の見込はない。



-19ー

あ と 1;' き

こうして，事業的にまき付けた12径の外国産マツについて，まき付け後その生長終1[:期までの生育経

過を観察してとりまとめてみた。ところで，この結果は飽くまでも，当年生前の生育tこ限ったことであ

り， 2年目以降I !ll/IlL荷になるまでのことは，措定の践をでない。そこで各樹積の育荷技術を確立T

るには，さらに冬期間の適止、状況，諸害による被害度および生長期間中の発育型などを調査L，施IIE，

保護などの面からも育市上の特1司令を知る必要がある。なお筆者の I人は，この試験と同時に分布範聞の

著じるしく広い樹種につい亡は，産地により，同一樹種でも苗高はもちろんのこと根系の発達にはかな

りはっきりした兼のあらわれることを報告している1)。したがって，良い荷木を生産するためには，種

子の産地問題も考慮し，育!?{上の研究を進めなければならない。
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